
(別紙様式）

計画期間：令和７年度～令和１１年度

（令和７年度）

計　画　内　容

　　　　　　１．事業実施の基本方針

　　　　　　２．事業計画

　　　　　　３．事業実施の成果目標と実績

　　　　　　４．事業評価と対応

埼玉県

事 業 実 施 計 画

中山間ふるさと・水と土保全対策事業
中山間ふるさと・水と土保全推進事業



１．事業実施の基本方針

２．事業計画　

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

　 　 　 　 　

13,934 13,934 13,934 13,934 13,934 69,670

0

419 419 419 419 419 2,095

0

令和１１年度

事業実施の
基本方針

　中山間地域の有する多面的機能の恩恵は県民が広く享受するものであることから、県の５か年計画である「日本一暮らしやすい埼玉へ」や農林部が策定する「埼玉県農林水産業振興基本計画」との整合性を図りな
がら、多面的機能の保全に資する地域活動の支援、人材の育成、都市・農山村の交流などの取組を行うこととする。

事業実施
要綱上の
該当項目

総事業費

　個々の中山間地域が抱える諸問題を解決するため、企業や
大学生の持つ新しい視点や専門知識などを活用するととも
に、農林業や集落機能の維持・活性化、農業技術の確立を図
るための調査研究を行う。

目標年度

現状と課題

計画後の
目指す姿

・中山間地域のコミュニティーが機能し、人々が明るく元気にいきいきと暮らしていける。
・集落機能を維持・活性化するための地域や経験を有するリーダーが育っている。
・都市・農山村交流を通じて県民が中山間地域の有する多面的機能を理解している。

 本県の中山間地域は県土面積の約１／３、林野面積の８５％を占めており、水源のかん養や大気の浄化、自然環境の保全など県民生活にとって欠くことのできない多面的機能を有している。これら多面的機能は、中
山間地域に暮らす人々のたゆまない努力によって維持されている。しかし、中山間地域の多くは生活環境や産業基盤が平野部と比べて極めて不利な状況にあるため、人口の減少や高齢化が進行しており、農林業をは
じめ集落機能の維持に支障をきたしている。

　都市住民が参加するイベント等を活用して棚田地域に関する情報を発信しながら、地域住民活動の支援体制を強化する。

ふるさと水と土保全
対策事業（ふる水と
土基金）
調査研究事業

ふるさと水と保全対
策事業（ふる水と土
基金）
研修事業

５ヶ年間の事業(量)内容

　中山間地域の住民のほか、中山間地域を支援する方達も対象とした地域住民活動を活性化する研修会等を年２回実施する。

ふる水
第3-2-(1)

棚田
第3-2-(1)
第3-2-(2)
第3-2-(3)

　中山間地域の農業の紹介や多面的機能の理解増進のための啓発・普及を５年間の累計で２０回実施する。

ふるさと水と土保全
推進事業(棚田基金
分）

　棚田等の有する多面的7機能の発揮と地域住民活動の活性
化を図るため、都市住民等の保全活動への参加や住民組織が
行う保全活動等の促進に資する事業を行う。

④

　中山間地域の住民活動を支援するため、地域の住民が新た
な取組に参加しやすい機運を醸成する研修を実施する。

第3-2-(2)
第3-2-(3)

第3-2-(3)

中山間ふるさと・水と土
保全対策事業

（ふる水と土基金）

中山間ふるさと・水と土
保全推進事業
（棚田基金）

計画事業費

（実績額）

事業（取組）名 事業（取組）内容

達成すべ
き目標

との関連

①

②

ふるさと水と土保全
対策事業（ふる水と
土基金）
啓発普及事業

61,855

1,500

6,315

2,095

（実績額）

計画事業費

　都市住民に対して中山間地域の農林業について理解増進を
図るため、中山間地域の農山村のもつ多面的機能や特産物の
紹介を行う。

③

　企業や大学生と連携した中山間地域を支援する新しい調査・研究などの取組を３地域で実施し、５カ年で１０地域の取組を実施する。
　年度ごとに、活動成果や事業実施後の地域への定着状況に着目した評価を地域（関係市町村）から聞き取り、活動内容の評価を確認する。



３．事業実施の成果目標と実績

４．事業評価と対応

　

④

③

①
企業や大学生と連携した中

山間地域への支援

２回 ２回

地域住民活動の活性化に関する
研修会の開催

２０回 ２０回

③
中山間地域の農業の紹介や多面
的機能の理解増進のための啓
発・普及

年度ごとの実績

備考

5年間の累計
中山間地域の農業の紹介や
多面的機能の理解増進のた
めの啓発・普及

啓発・普及活
動回数（回）

地域住民活動の活性化に関
する研修会の開催

研修会開催数
　（回）

達成すべき目標 指標 基準値 目標値

②

10地区 10地区

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度
達成度

②

④
棚田地域における住民活動の活
性化

棚田地域における住民活動
の活性化

達成すべき目標

企業や大学生と連携した中山間
地域への支援①

事業実績の評価

外部有識者の所見 所見を踏まえた改善方針

1団体
活動組織数
（団体）

1団体

継続取組・新
規取組支援地
域数（地区）


